
第 3 回ナレッジグラフ推論チャレンジ 2020 応募シート 

１．応募者に関する情報 

 

- 氏名またはチーム名：和泉 幸樹 

- 所属：大阪電気通信大学 古崎研究室 

- メールアドレス（代表）：gp17a005@oecu.jp 

 

２．推論・推理過程の説明 

 

推理小説内では、なぜ武器が凶器として殺害に使用されたか判断できない。知識を加え

ることで、武器であるから凶器として殺害に使用した可能性があると推論できるのではな

いかと考えた。また、人物の感情からも犯人を推測できるのではないかと考えた。 

 

図 1 AbeeyGrange を対象に have を動詞としたとき「knife」が目的語であるログ 



 

図 2 SilverBlaze を対象に have を動詞としたとき「knife」が目的語であるログ 

 

 全小説から動詞を have としたときの目的語を調べた結果、図 1、図 2 より「僧坊荘園」

と「白銀号事件」の小説で「knife」が目的語であるシーンを取得した。 

 次に、ICD10 のサイトを使用した。推論チャレンジの KG で「knife」のデータに

「wikidata の武器」をリンクした上で、ICD10 の「鋭利な刃物による殺傷」のデータにも

「wikidata の武器」をリンクしたデータを作成した。 

 

 

図 3 「knife」のデータに「wikidata の武器」をリンクしたデータ 

 

図 4 「ICD10」のデータに「wikidata の武器」をリンクしたデータ 

図 3、図 4 で作られたデータのマッピング情報と、元の小説の RDF を Fuseki に入れて

ICD10 とマッピングされた情報とを検索するクエリを作成した。 

 



図 5 ICD10 とマッピングされた情報とを検索するクエリ 

 

図 5 の結果、図 6 のような ICD10 の X99 に関連するものが取得され、推理小説の KG

から「knife」とそのシーンが取得できた。このため、ICD10 の X99 から「「knife」は武器

であることから凶器として使われた可能性がある」と推論できる。 

 

  

図 6 図 5 のクエリ出力結果 

 

次に、武器の情報と同様に感情の情報から犯人を推測した。推論チャレンジの KG で

「motive」のデータに「wikidata の動機」をリンクした上で、Wikidata の「感情」のデー

タにも「wikidata の動機」をリンクしたデータを作成した。 



 

図 7 「motive」のデータに「wikidata の動機」をリンクしたデータ 

 

図 8 「感情」のデータに「wikidata の動機」をリンクしたデータ 

図 7、図 8 で作られたデータのマッピング情報と、元の小説の RDF を Fuseki に入れて

Wikidata とマッピングされた情報とを検索するクエリを図 9、結果を図 10 に示す。 

 

図 9 「動機」とマッピングされた情報とを検索するクエリ 

 

図 10 図 9 のクエリ出力結果 

また、推論チャレンジの KG で「fear」のデータに「wikidata の恐怖」をリンクした上で、

Wikidata の「感情」のデータにも「wikidata の恐怖」をリンクしたデータを図 11、図 12

に示す。 



 

図 11 「fear」のデータに「wikidata の恐怖」をリンクしたデータ 

 

図 12 「感情」のデータに「wikidata の恐怖」をリンクしたデータ 

図 11、図 12 で作られたデータのマッピング情報と、元の小説の RDF を Fuseki に入れ

て Wikidata とマッピングされた情報とを検索するクエリを図 13、結果を図 14 に示す。 

 

図 13 「恐怖」とマッピングされた情報とを検索するクエリ 



 

 

図 14 図 13 のクエリ出力結果 

図 10、図 14 から感情の情報を取得することで、人物の感情を読み取ることが出来るので、

感情の変化から犯人を推測できると思った。 

 

- 対象とした作品と使用した知識の範囲（ID） 

アイデア部門 ICD10 とのマッピング対処として調べた小説全体の ID の範囲 

 



- 推論・推理のために追加した知識についての記述 

ICD10: http://purl.bioontology.org/ontology/ICD10CM/X99  

 

- パフォーマンス情報（計算機のスペック，実行時間，使用するメモリなど） 

  

- 参考情報（もしあれば応募者の Web サイトや関連する論文など） 

 繋がったデータの作り方 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/70/8/70_406/_article/-char/ja  

4．資料の共有について 

 

応募いただいた「作品応募シート」および「プログラム等」について，可能であれば，ナ

レッジグラフ推論チャレンジのサイトで公開させていただきたいと考えております※．下記

のフォームにご入力の上お知らせください． 

※ナレッジグラフ推論チャレンジ関連イベントで応募資料の一部を使用させていただくこともあります． 

 

・応募フォーム 

-公開の可否： 

   （○）公開してよい 

   （ ）非公開とする 

-公開形式： 

   （○）ナレッジグラフ推論チャレンジのサイトで公開 

   （ ）独自のサイトで公開してリンクを希望 

     →公開先 URL（※）： 

 

・応募したプログラム，データ等 

 -公開の可否： 

   （○）公開してよい 

   （ ）非公開とする 

 -公開形式： 

   （○）ナレッジグラフ推論チャレンジのサイトで公開 

   （ ）独自のサイトで公開してリンクを希望 

     →公開先 URL（※）： 

 

※公開先 URL については，後日，公開先が決定してからご連絡いただいても結構です． 

http://purl.bioontology.org/ontology/ICD10CM/X99
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/70/8/70_406/_article/-char/ja

